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予算説明書

款

2

総務費

概要

平成29年度に引き続き、市民提案型協働事業を活用し、児童・生徒の体力の向上を図る。

事業内容

アスレティツクトレーナーによる子どもの体力向上事業

①目的

体力の基礎である柔軟性を中心とした講習会や相談会をアスレティックトレーナー
長崎県協議会と協働で行う。小・中学生が、体育時間だけでなく、日常生活での姿勢
や簡単な運動をすることで、柔軟性を向上させ、成長期の身体に深く興味を持ち、自
立して健康管理をできるようにし、教職員の体力向上に関する知識を深め、技術の向
上を図る。

2

項

総務管理費

目

一般管理費

番号

11-3

事

②開催期間

平成30年4月~平成31年2月

市民提案型協働事業

実施費

業

③内

ア

イ

名

容

開催場所

実施校

予算額

ウ回

小学校・中学校の体育館または教室

平成30年度俸斤ま卿実施校ノ1、・中学校各3校信十6校)
平成29年度(継続)実施校:小・中学校各3校信十畊交)
合計12校

平成30年度俳朕見実施校:1校あたり 4回信十24回)
平成29年度(継続)実施校:1校あたり 1 回信十6回)
合計30回

講義20分+実技講習 100分(相談会含む)工

千円

数

実施内容

640

実施回数

第 1 回

(4月~7月)

第2回

(9月~10月)

第3回

(11月~12月)

2学期

開始直後

第4回

(1月~2月)

発育期の体の特徴について

自宅でできるストレッチ・ラジオ体操・柔軟性チェック

運動と食事の重要性について

教室でもできる椅子を使用したストレッチ

④講師
、

アスレティックトレーナー長崎県協議会(略称.AT協議会)

日本体育協会公認アスレティックトレーナー(柔道整復師・理学療法士等)

冬休み月1」
運動と休養について(睡眠の重要性)
弾む運動・動きを取り入れたストレッチ

講義・実技内容

3学期中
まとめ(発育期・運動・食事・睡眠のつな力刈)
ストレッチのまとめ・柔軟性チェック

時期

夏休み前
わ
の

わ
の

わ
の

わ
の



⑤実施例

身長が伸びて体が硬くなる時期にしっかりと柔軟性を向上・維持して将来のケガを
予防し、自分の体の状態を日頃からチェックし、自分の体に興味を持ち、よく知る。

3 平成29年度施状況
(1)実施校

・小学校・一為石小学校 a7名)、諏訪小学校 a49名)、西坂小学校(53名)
・中学校・・大浦中学校(102 名)、梅香崎中学校(78 名)、小島中学校(112名)

(2)実施回数
全6校合計20回

(3)成果(アンケートより)

・運動、食事、睡眠の重要性がわかっナこ。
・体が少し柔らかくなった。前屈で指や手のひらがつくようになった

・運動時間「0」の児童生徒が減っナこ。

・体が軽くなった。
・怪我が減った。

・自分の体に関心を持ち、クラブ前のストレッチを意識するようにな

(4)課題(アンケートより)

・児童生徒の運動習慣が定着するように工夫が必要。
・事業の時間調整が難しかった。

4 財源内訳

事業費

千円

※伝習所基金繰入金

640

交付金

千円

財

県支出金

千円

源 内

地方債

千円

訳

その他※

千円

640

一般財源

千円
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款

予算説明書

1 概要

発達障害を含む障害のある児童生徒の自立や社会参加に向け、特別支援教育支援員による

適切な指導及ぴ必要な支援ができるよう特別支援教育の充実を図る。

10

教育費

項

教育総務費

2 事業内容

①特別支援教育支援員の配置(160,179千円)

通常学級及ぴ特別支援学級において、児童生徒への個別の教育的支援の充実と学校教育

活動の円滑化を図る。平成30年度においては、29年度と同様に、支援員の支援を必要と

認める全ての小・中学校に配置するため、支援員を120人配置してよりきめ細やかな対応

に努める。

ア配置基準

・知的障害特別支援学級においては、在籍児童生徒が6人以上の場合
・肢体不自由特別支援学級及び自閉症・情緒障害特別支援学級等において、児童生徒
の障害の実態によりその必要性を認める場合

・通常の学級においては、児童生徒の障害の実態によりその必要性を認める場合
*「必要性を認める場合」とは、教育支援委員会からの助言をいただき、長崎市教
育委員会が認めた場合のこと。

イ業務内容

・基本的生活習慣確立のための日常生活の支援
・障害の特性に合わせた学習活動支援、教室間移動等における介助
・学校生活における安全の確保
・学校行事等における介助・支援
・周囲の児童生徒への障害理解促進

・前号に掲げるものの他、学校運営に関し学校長が必要と認めること

目

5

教育諸費

番号

1-2

事 業

特別支援教育充実費

名 予算額

169,

千円

823

ウ実績及び予定

支援員が必要と認め

られる児童生徒数

支援員数

(参考資半羽

27年度

学校からの「気になる

児童生徒」の報告人数

91人

28年度

148人

118人

27年度

⑳年度

226人

119人

869人

30年度 (予定)

266人

28年度

1421人

120人

29年度

283人

3

1742人

30年度

2046人



(2)巡回相談の実施 a,244千円)

発達障害等に関する専門家を小中学校に派遣することにより、発達障害を含む障害のあ

る児童生徒の早期発見及び早期対応を図る。

ア大学等の専門家(実施回数年間80回、1 回 3時間、 5,000円X3時間=15,000円)

イ特別支援学校の教員(実施回数年間350回、1回3時間※市の支出は交通費のみ)

(3)早期支援コーディネーターの配置(6,452千円)

小学校への入学に際し、発達障害を含む障害のある幼児がそれぞれの障害や特性に合わ

せた教育を継続できるよう、保護者や関係機関などと連携を図りながら指導上必要な情報

集約を行い、その情報を確実に就学先に引き継ぐとともに、子どもたち一人ひとりを系統

的に支援してくためのサポートファイルの活用を充実させることを目的として、早期支援

コーディネーター3人を配置する。

(4)特別支援に関する研修会の実施(151千円)

特別な支援を必要とする児童生徒に関わる教職員等が、特別支援教育に関する基本的な

知識や指導の在り方等を習得するための研修会を実施する。

⑤特別支援教育交流会の実施 q59千円)

児童生徒の相互交流や共同学習を通して、相互理解を図る。

ア小学校中学校特別支援学級交歓会

イふれあい体験学習

ウ地域交流推進事業

⑥教育支援委員会の実施(385千円)

障害のある就学児や教育上特別な配慮を必要とする児童生徒の適切な就学措置について

調査及び審議するため、長崎市附属機関に関する条例に基づき設置された機関であり、小

児科、眼科、耳鼻科、整形外科、精神科の医師、また、教育学、心理学が専門の学識経験

者、さらに、福祉関係職員、教職員など障害児の教育に関する専門家計14人によって構成

する。

※上記以外に事務経費飾3千円

3 財源内訳

^

ノ

事 業

169,

費

千円

823

※1

※2

国庫支出金※1

教育支援体制整備事業費補助金(補助率V3)
保険料個人負担金

5,

千円

1 25

県支出金

財 源

千円

地方債

内

千円

訳

その他※2

千円

398

4

一般財源

164,

千円

300
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款

10

教育費

1 概要

被爆70年を過ぎ、これまでの平和教育を見直し、他者の意見を尊重しながら自分の言葉

で平和を語り、行動できる児童生徒の育成をめざす新しい平和教育を推進する。

項

教育総務費

2 事業内容

(1)被爆体験講話の講師派遣(1,026千円)

・平和教育の中でも特に、被爆体験の継承を進めるため、各学校で実施している被爆体

験講話へ講師を派遣する。

(2)平和教育講演会の実施(10千円)

・各小中学校の平和教育担当者や保護者を対象とした平和教育講演会を開催し、平和に

対する関心を高める。

(3)平和教育に係る研究協力校(101 千円)

・市立小中学校の中から研究協力校を選定し、平和教育の推進を図る。

(4)平和教育に係る体験学習、(フ,593千円)

・長崎市内の小学校5年生を対象に実施している原爆資料館見学学習及び中学生1年生

を対象としている平和フィールドワークに係る交通費や、案内人等に係る謝礼金を支

出する。

目

5

教育諸費

番号

1-4

事 業

平和教育指導費

名

千円

予算額

i゛

8,

千円

730

3 財源内訳

事 業 費

8,

※教育基金繰入金

千円

7 30

国庫支出金

千円

県支出金

財 源

千円

地方債

内

千円

その他※

8,

千円

7 30

一般財源

6

゛

訳



これまでの取り組み

被爆休の継承・平和の発

爆70年を過ぎた今、

小1~2 小3~4

知る

感じる

生涯平和学習プログラムイメージ
目標を達成するための取り組み

被体験講話、祈念集会、総合的な学習の時間での平和学習など

次世代を対魚としたプログラムの充実

これまでの平和教育を見直し、

小5~6 中1 中2

あじさいノート

平和発信力のある人材の育成

平和教手引

平和ナガサキ
小学生版(3年生から6年生)
中学生版(全学年)

被爆体験の承・平和の

れからの世代に向けた新しい平和教育の指針を作成する。

中3 高1~3 大1~4 社会人 60代

平和教手引の作成

広島・長崎子ども会親誓交歓会

目標とする平和教育

自分の感じたことを自分の言葉で伝える、行勤に移す

写パネル展

少拝平和と友情の

少年平和交流車業

平和学習尭表会

子どもゆめ体験

青少年ピースボランティア育成事業

(県外、'含む)

手引書の作成

・各教利

徳

・特別活動

・1CT活用

自分で考える

・平和の創造

高校生平和

大使等

・早和ナガサキ
・ STEP

・被爆 話
・紙しぱい箸

振り返り

教材の修正

レクナ

サポーター、
ユース代表団

29

・ナガサキユース代表
・ピースボランティア
・RECNA

・大学教授

・被爆者
・寡族、交流証言者

など

塚族・交流証言の音成及び活支援

平和案内人の育成及び活勤支援

被埠体験を朗読する「永遠の会」育成及び活支援

・研究協力校での実践

・授業参観と関係団体と

の見交換

の

「他者の意見を尊重しながら、自分の言葉で平和を語り、行動できる児童生徒の育成」

手引の配付:市立小中学校の全教員

平成30年度の予定

出前座

原爆被爆対策部

平和ナガサキの改

これまで平和教の教材として使用してき

た「平和ナガサキ」を次のように改訂する。

・児童生徒の主体的な学びを促すため、ワーク

シートを多く取り入れる。

・様勺な方の見を伺いながら原稿作成

全小中学校での共通実践

平和ナガサキの配付:市立小学校3年生

から中学校3年生までの全児童生徒



ページ

280~

283

款

予算説明書

10

教育費

1 概要

教科指導等の研修会開催や研究指定を行い、教師の指導力向上をめざす。また、長崎市

立のすべての小中学校において小学校 3、4年生と中学校 1年生の学カテストを実施する。

このことにより、小学校低学年での学力を客観的に測り、早い段階から個々の児童生徒の

課題に沿った細やかな学習指導を行うことで、基礎的な学力の定着を図る。さらに、中学

校2年生の「英検 IBA」(英語能力測定テスト)を実施し、英語の学力向上を図る。

2 事業内容

①市研究指定(1,625千円)

・指導法の改善や教職員の資質向上のため各種研修会や研究指定を実施する。

②県研究指定(555千円)

・県教育委員会の委託を受け、指定校において指導法の改善等の研究を実施する。

(3)小 3・4、中 1 標準学カテスト

(国語、算数・数学)(6,飾0千円)(@350円X9,499人X2教科)

・長崎市立のすべての小学校3、4年生と中学校1年生に対して国語と算数・数学の標

準学カテストを実施する。(4月実施予定)

・全国学力・学習状況調査(小6・中 3)、長崎県学力調査(小 5・中 2)と、合わせ

て市の学力調査が相互に補完することで、小学校3年生から中学校3年生までの7

か年に渡り、児童生徒の学力の細やかな把握や経年比較が可能となる。このことに

より、個々の児童生徒の課題に沿った細やかな学習指導を行うとともに、小中連携

の強化により、継続した学力向上に努める。

教育総務費

項 目

5

教育諸費

番号

1-フ

事 業

学力向上推進費

名 予算額

,

1 0,

ノ゛

千円

658

(4)

四ン'111缶っ'
,'、'F '゛'きし

中 2、英検 I BA (英語)(1,728 千円)(@580円 X2,979人)

・英語によるコミュニケーション能力の育成及び国が求める英検3級相当の英語力定着

(中3で50%の生徒が到達)の達成を図るため'英語能力測定テスト「英検 IBA」

を中学2年生で実施する。

・英語力の到達状況やその推移についての客観的なデータを各生徒に提示することで、

生徒たちの課題改善や学習意欲向上、その後の英検受験につなげる。また、実施後に

提供される英検級レベル別人数分布や技能別正答率、不得意分野の分析資料等を教職

員の授業改善のための資料として有効活用し、教職員の指導力向上を図る。

[匝酉ヨ

小5:県

中3:県

小6:国
_g' fi皐、ー.

■f中コ・1市,
"、ず゛ず',;',,'゛",

[三酉ヨ

中2:県 中3:国

8

※ H26~29まで実施の NRT調査を

英検旧Aに変更
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.、

⑤研究大会の開催費補助金(100千円)

・九州地区中学校国語科教育研究大会

・九州地区理科教育研究大会

3 財源内訳

事

{

業

1 0,

※1

※2

費

千円

658

教育課程研究等補助金(補助率100%)

教育基金繰入金

国庫支出金

(50 千円)

(50 千円)

千円

県支出金※1

財

千円

555

源

地方債

内

千円

訳

その他※2

千円

728,

一般財源

8,

千円

375

9



正式名称

評価方法等

Institution Based Assessment

=機関ベースの客観的評価

英検 IBA と NRT との比較

問題の内容

英語能力測定テスト

英検尺度(CSE)と国際基準尺度

英検旧A

10

に照らし、到達度を評価するもの

「英検」の問題再利用

(該当学年を含む幅広い範囲の内容)

・「話す」「聞く」が重視された問題

(りスニング20分)

問題数約65問

*全て英文による出題。長文問題や会話形式

の問題が重視されるなど、 4領域(聞・話・

読・・書)の統合的な活用力の評価に長けて

いる。

価格

結果提供に

要する期間

結果票の内容

Norm Referenced Test

=標準学力調査

N R T (H26~29 中2で実樹

CEFR

580円

提出後3週間程度

相対評価法による検査

・全国基準に照らして相対的

に学力を評価するもの

'

英検級レベル

=英検を受けた場合の位置

CSE スコア

=国際基準規格である CE訳と関連性を持た
せて開発したユニバーサルなスコア尺度

以前に受験した結果

特長

・原則、毎年同一問題

(該当学年限定の内容)

4領域を網羅した問題

(りスニング1 0分)

・問題数約40問

*出題形態としては、知識を問

う問題がほとんどである。会

話形式の問題はあるが、一問

一答に留まる。

゛.

「3級レベル」と判定された生徒数を、全国

や県と比較することによって、学校毎や市

全体の学力の状況を把握できる。

(文科省が指標として「英検3級到達」を

掲げており、学力の検証につながる。)

結果が合否ではないため、苦手意識がある

*今後の大学入

試において

は、 4技能の

統合的活用を

意識した問題

への対応力が

求められる。

340円

提出後1ケ月程度

生徒の抵抗感を軽減でき、自発的な英検受

観点グラフ

=目標値に対する到達度のグ
ラフ

験につなげることができる。

*2020年度の大学入試から、センター試験で

はなく、英検等の民間資格・検定試験が活

用されることになるため(2023年度までは

共通テストとの併用、2024年度以降完全実

施)、英旧Aの実施は民間試験資を要

目標値に対する相対的位置付

けがグラフ等で表示される

ため、全国と比較して見るこ

とができる。

する時代の変化に対応するものである。



平成30年度学力調査を検証軸とした学力向上の取組(案)

◆「あじさいBO×」

「あじさい通信」の活用◆

・練習問題プリント、学力調査の過去問や
関連教材の掲載(あじさいBO×)

・学力向上に向けた各種情報の発信
(あじさい通信)

◆学力調査の活用◆

・調査結果を基にした学力向上プラン
の活用(取組の重点化と検証方法の明確化)

・課題改善を図る授業、改善結果の把握

・調査結果分析料の作成、提供

◆教師の指導力向上①◆

校長会との連携による研修会の充実

学校訪問(個別指)の実施

教科等研究校の指定と指主事派遣

自ら考え、表現できる

確力な学力を身に付けた子どもの育成

チームNagasaki

「徹底・継続」で子どもはのびる!

◆学びを支える素地づくり◆

・望ましい学級集団づくり

・学習規律の確立

・保護者、地域、関係団体との

連携

国語./ιメ多'!七ず功,房'、ノψ
チ調査NRT

◆「あじさいスタンダード」
「学力調査分析・改料」の活用◆

・授業改善の指針としての再確認
「体力つくり編」の活用
・課題に応じた授業改善例等を示した
資料の作成、活用

長崎万学力謂査芝実施ι、各種学力詔査を^続ιた学力向上の放紹ノの友扉財とずる

◆教師の指力向上②◆

・基礎的な授業実践力の育成
(めあて、まとめ、練習、三個 、 1CT活用)

・基礎学力の定着を図る授業、「考えや
その理由をく力」を伸ぱす授業の充実

・キャリア教育

・図館教育

・国際理解教育

◆寺子屋業の実施◆

<小学校>長崎寺子屋事業の充実

<中学校>英語寺子屋事業の拡大

(「RISE UP ENGLISH」活用

英語

小6:国

ぐ、小6市＼j、中1市二 41多',多、/
'、ーーーーーノ※。予算検IBA

・幼保」、連携、「あ・ほ・は」運動

・小中'携教育

NRT

将
来
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や
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1 学力調査結果の概要(「長崎市及び県・全国の平均正答率」、「全国との差」)

平成29年度全国学力・学習状況調査の結果について

長崎市の正答率

H29

県の正答率

全国の正答率

※平成28年度の結果から、教科毎の平均正答率については、「整数」で示すように変更となった。

^言吾A

小学校6年

全国との差

<参考>平成26年度の小学校6年生(現中学校3年生)の学力調査結果

74

匡1言吾B

73

57

算数A

75

56

-1

H26

長崎市の正答率

フフ

算数B

58

県の正答率

78

-1

全国の正答率

44

0 全国的に上位県と下位県の差が縮小する傾向が続いており、都道府県レベルでは大きな差は見られ

なくなっている。長崎市の結果については、全体として概ね全国平均と同等であると捉えている。

小・中学校別に平均正答率を見ると、調査8項目中、中学校の4項目が全国を上回り、小学校の4項

目が全国を下回っナこ。下回っている4項目の中では、算数がA・B問題ともに全国を1ボイントを超えて

下回り、課題が大きい。

中学校においては、昨年度及び平成26年度と比較し、大きな改善が見られナこ。

匡1言吾A

79

全国との差

中学校 3年

匡1言吾A

43

-2

小学校6年

'

78

70.4

匡1言吾B

46

※数値単位は、%

^言吾B

71.9

フフ

-2

72.9

73

54.1

数学A

ー.

フフ

-2.5

算数A

53.5

2 学習に関する課題の傾向と改善の方向性

72

+1

55.5

66

フフ.1

数学B

72

-1.4

算数B

78.0

64

十1

●小学校は、国語・算数のA問題B問題とも
に正答率が全国に比べ低い。特に、知識
に関するA問題については、継続課題が改
善されていない。

78.1

49

57.5

65

-1.0

57,2

48

+1

課題の傾向

58.2

48

●小・中学校ともに、自分の考えやその理
由を書きまとめたり、話したり、工夫して発
表したりするなどの学習経験等が全国に
比べて低く、小学校の方がその差が大き
い傾向にある。

-0.フ

十1

●小・中学校ともに、特にB問題において、
哨羣答時間は十分だった」と感じている児
童生徒が全国に比べて低い。

0小学校の改善方策について、校長会と「層連携を強
化し、全市的な重点取組を決定・実施する。

0基礎・基本定着のための方策の徹底・継続を図る。

0 小・中学校ともに、引き続き、基礎・基本定着に係る全
校一斉取組の徹底・継続を図るとともに、特に「自分の
考えやその理由等を書く力」を伸ばす授業づくりを推進
する。

改善の方向性

0一定時間内で行う「長文読解」や「条件作文」等を位置
付けた授業を実施する。

12

人
1
ー
ー
ー
ー
ー
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1 概要

市立小中学校に遠距離通学をする児童生徒の保護者に対し、通学費の補助を行い、
保護者の経済的負担の軽減を図るもの。

現在、公共交通機関を利用し、小学校が4km以上、中学校が6km以上を通学する児

童生徒を対象に、運賃実費額の全額を補助しているが、児童生徒の通学にかかる体へ

の負担軽減や安全確保のため、距離基準の見直しを行い、通学費補助を拡大するもの。

2 事業内容

(1)通学費補助の拡大

公共交通機関を利用して通学する児童生徒で、小学校は 2km以上 4km未満、中学

校は3km以上6km未満となる場合を対象に、運賃実費額のV2を補助する。

(2)距離要件見直しに伴う影響額

予算説明書

款

10

教育費 教育総務費

項 目

5

教育諸費

番号

1-14

事 業

通学対策費

名

/1、与皇木交

中学校

距離区分

予算額

2km以上 4km未満

3km以上 6km未満

(1/2 補助)

83,

千円

884

小学校:4km以上

中学校:6km以上

(全額補助)

円

673

平成30年度予算

3

小学校

財源内訳

2,000 人

・十

36,889 千円

事業費

千円

83,884

中学校

262 人

フ,510 千円

※国庫支出金は統廃合(外海黒崎小学校、尾戸小学校、黒崎中学校)が対象。

国庫支出金※

22,694 千円

600 人

2,262 人

44,399 千円

1,

升

千円

2 1 1

16,791 千円

336 人

県支出金

財

2,600 人

59,583 千円

39,485 千円

936 人

千円

源

地方債

24,301 千円

598 人

内

千円

訳

3,198 人

その他

83,884 千円

13

千円

一般財源

82,

合
区
分

拡
大

現
行

合



通学費補助の見直しにあたって

1 通学にかかる意見等について

(1)適正配置の意見交換会における保護者・地域からの意見
・小学生4km、中学生6kmはとんでもない距離で考え直すべきだ。

・小学生でランドセルも重く、まだ体もできていないのに徒歩での4kmはあの得ない。

・子ども(中学生)の荷物が12k合を超えておの、成長期なのに過度の疲労や骨盤のゆがみが脚

配。毎日徒歩で到底通学できる距離ではない。

(2)長崎市立学校通学区域審議会による附帯意見
小学校4km以上、中学校6km以上の場合、バス等の交通機関の利用を認めるものとしているが、

学校の統廃合に伴い通学区域が拡大することから、遠距離通学による児童生徒の心身の負担や、通

学時の安全の確保等の観点から、慎重な検討が必要である。

また、斜面地の多い本市の地理的な特性をふまえ、各学校における児童生徒の通学の実情等を十

分に調査・分析のうえ、通学時間を含め、引き続き検討を要する。

2 実態調査の結果

(1)各学校で最も遠いところから徒歩で通学している児童生徒の通学時間の平均値

(2)徒歩で通学している児童生徒の実態調査

小学校

中学校

ノ

小学校

ノ,

(3)児童生徒の平均歩行速度

平均通学時間

通学時間

40分以上60分未満

^

4Ω分未満

3Z旦分

428分

3

60分以上

距離の算定

※実態調査による平均通学時間①X平均歩行速度②
小学生 493m/分 X 379分 2 km

中学生 643m/分 X 428分 3 km

小学校

中学校

害1己

約40分

4 補助率について
斜面地が多い地理的な状況から、片道のみを公共交通機関を利用する場合があることや、引き続き

公共交通機関を利用しない児童生徒もいることから、徒歩通学の児童生徒との均衡も考慮して補助

率を1/2とする。

93.1%

49%

2.0%

平均歩行速度

中学校

4旦3mι分

6生3mZ分

通学時間

40分以上60分未満

4Ω分未満

60分以上

1一帥撒卵瀏

墨6β%

72%

6.0%

14

害』合
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款

予算説明婁

10

教育費

1 概要

長崎の歴史や世界遺産等を学習する活動を通して、そのよさを実感し、ふるさと長崎に誇りを持ち、

長崎が持つ世界的な価値を発信できるような児童生徒の育成をめざす。

項

教育総務費

2 事業内容

(1)「ジュニア版歴史学校コース」(2,425千円)

長崎市立小学校で、ながさき歴史の学校等と連携を図り、長崎歴史文化博物館見学や市内の史跡

めぐりなどを行い、長崎の歴史を知り、その成果を発信するような学習活動を展開する学校24校

に、その交通費やガイド料を負担する。

【事業費内訳】①交通費 2,329千円②講師料 96 千円

(2)「世界遺産発見コース」(1,447千円)

長崎市立中学校で、グラバー園、小菅修船場跡、ジャイアントカンチレバークレーン、長崎造船

所史料館など、長崎にある世界遺産や、世界遺産候補である教会群の見学を行い、その背景を知り、

発信するような学習活動を展開する学校12校に、交通費やガイド料を負担する。

【事業費内訳】①交通費 1,399千円②講師料 48 千円

(3)「新長崎市史普及版」購入(632千円)

長崎市内に点在する教会群の世界文化遺産登録を見据え、'中学生が、郷土の歴史や文化などにつ

いての調べ学習に活用し、ふるさと長崎への愛着をより一層深めることができるように「新長崎市史

普及版わかる!和華蘭」を各学校の1クラス分の冊数を配付し、一人一冊の割合で手にする機会を

設ける。(各中学校の「ークラス当たりの最大人数分」)

【事業費内訳】①新長崎市史普及版購入費 632 千円(650 冊 X972円)

目

5

教育諸費

番号

事

1-16

業

「長崎の宝」発見発

信学習推進費

名 予算額

4,

千円

504

3 財源内訳

事 業 費

※教育基金繰入金

4,

千円

504

国庫支出金

千円

県支出金

財 源

千円

地方債

内

千円

その他※

15

4,

千円

504

一般財源

千円

訳
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予算説明書

款

10

教育費

1 概要

99%の進学率となっている高等学校等の教育費のうち、一時的に多額の費用を要する入

学準備の負担軽減のため、入学に係る給付型奨学金を給付するもの。

項

教育総務費

2 事業内容

(1)名称

高校生等入学給付金

(2)対象者

次の要件を満たす者の保護者。ただし、生活保護世帯及び市民税所得割非課税世帯

は除く。

ア高等学校、高等専門学校、専修学校の高等課程および中等教育学校の後期課程の

うち通信制でない学校(以下「高等学校等」という。)1こ在学すること

イ経済的な理由によって修学が困難であること(就学援助における準要保護者相当)

(3)対象者数

410名

(4)事業費内訳

高校生等1人につき63,200円※

※支給額は生活保護費で支給される入学準備金相当額

@63,200円 X 410人=25,912,000円)

(参考)長崎市内の高校の入学費用

目

5

教育諸費

番号

2-2

事業

高校生等入学給付金

名 予算額

千円

25,912

市立・県立平均(8校)

私立平均(1件却

(平成30年1月長崎市教育委員会調査)

150,919円

241,408円

16



3 財源内訳

事

千円

25,912

※奨学基金から充当

業 費

4 国・県・市の奨学金制度

国庫支出金

千円

財源

地方債

千円

長崎市

ノ(教育委員会)

内訳

その他※

千円

25,912

奨学金制度

国の制度

高等学校等

奨学金入学一時金

(新)
高校生
入'付

1 校生
たり63,2 0円}

長崎県

(育英会)

一般財源

千円

長崎県の制度

給付型(H30から本格)

(月2万円~4万円)
※私立自宅外(月4万円)を平成

四年度先行実施

国

(日本学生

支援機構)

制度なし

貸与型

(月1万円)

長崎市の制度

大学傳門学校含む)

奨学金入学一時金

■国の奨学金事業の拡充

・給付型奨学金制度の本格実施【平成30年度から】

・低所得者世帯の無利子奨学金の貸与に係る成績基準を撤廃【平成29年度から】

・無利子奨学金の希望者全員に対する貸与の着実な実施【平成29年度から】

1"、{X'.・、

貸与型

(月1万円~3.5万円)

制度なし

■県の奨学金事業の拡充

・大学入学時の一括貸与(30万円)を実施【平成29年度から】

制度なし

貸与型※専門撒除く
(月1.4万円 1.6万円)

⇔平成31年から
止

一時金

貸与

(30万円)

制度なし

一時金貸与
(利息付)

110~50万円}

貸与型
(月4.1万円、 4.7万円)

一時金給付
(24万円)

貸与型
(無利息X利息付)

(月3万円~6.4万円)
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予算説明害

款

10

教育費

1 概要

経済的理由によって就学困難な児童生徒に学用品費等を援助し、義務教育の円滑
な実施を図る。

2 事業内容

(1)援助内容(支給予定者数小学校 4,403人、中学校 2,331人)

10

教育費

項

2

小学校費
3

中学校費

2

教育振興費

目

2

教育振興費

援助費目

番号

修学旅行費

1-1

事

1-1

要保護及び準要保
護児童就学援助費

業

学用品費

通学用品費

要保護及ぴ準要保
護生徒就学援助費

名

支給単価

新入学用品費

(入学澗蒲金

1年

予算額

実費額

通学費

1年W*

修学旅行費

1、@11,420円

@22,320円

小@13,650円

中@24,550円

110,

体育美支用旦貧

校外活動費

1 44,064

千円

350

人数

小学校

109,

②準要保護認定率の推移

小計

141,472

@40,600円

@47,400円

予算額

実費額

実費額閃臣費・見料斗)

699

千円

2,208

実費額

小学校

3,608

合計

実費額

升

中学校

人数

中学校

4,307

全体

フ,983

3

千円

246

財源内訳

26年度

49,249

728

予算額

事

57,232

64

692

千円

5,184

740

29,557

1,543

21.6

業

【小】 1 1 0,

2,720

22.6

2,112

2,235

4,307

15,446

【中】 1 44,064

27年度

※要保護児童生徒援助費補助金(補助率V2)

17,020

22.0

費

4,403

37,881

806

千円

350

2,221

108,142

53,327

21.1

50

110,350

国庫支出金※

刀0

22.6

38,205

28年度

260

21.6

380

4,500

2,235

41,580

2,331

千円

1 04

(単位:%)

21.1

,

財

936

2,592

29年度

a 月末現在)

県支出金

138,880

21.6

332

144,064

21.3

源

千円

内

地方債

20.フ

21.5

18

千円

訳

21.2

その他

千円

一般財源

要
保
護

準
要
保
護

小
中

人
鮖

人
鮖
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予算説明婁

款

10

教育費

286~

289

項

2

小学校費

10

教育費

1 概要

長崎市内の学校施設は、その多くが高度経済成長期に建てられていることから老朽化が進ん

でおり、早急、に学校毎の施設整備計画(改築又は改修計画)を策定する必要がある。

改築の必要性及びその優先順位を判断するため、昭和56年6月の建築基準法改正(新耐震基

準)前の基準で建てられた学校を調査対象として耐力度調査を実施し、本調査結果と平成19年

度から平成21年度に実施した耐震診断結果により耐力度点数を算出することで、建物の健全性

を測る判断指標とする。

なお、改築が必要と判断された場合、当該調査結果を基に「耐力度調査報告書」を作成し、

国庫補助申請の要件とすることができる。

2 事業内容及ぴ事業費内訳

昭和56年6月の建築基準法改正佛斤耐震基準)前の基準で建てられた学校を調査対象とし、

耐力度調査(コンクリート研り等調査、鉄筋腐食調査等)を平成30年度から平成32年度まで

の3 力年で実施するもの。(対象校小学校:45校、中学校:27校計72校)

事業費内訳

3

中学校費

目

学校管理費

番号

学校管理費

2-3

事

小学校管理費

耐力度調査費

業

2-3

名

中学校管理費

耐力度調査費

予算額

14,

千円

000

学校区分

小学校(15校)

9,

中学校(9校)

千円

000

3

費用区分

財源内訳

委託料

予算区分

委託料

小学校費

予算額(千円)

中学校費

事業費

14,000

千円

14,000

耐力度調査 50万円X 28棟

(校舎 16 棟、体育館 12 棟)

9,000

国庫支出金

千円

9,000

耐力度調査 50万円X 18棟

(校舎 11 棟、体育館 7棟)

千円

内

県支出金

財

千円

容

源

千円

地方債

千円

内

千円

その他

千円

19

千円

一般財源

千円

千円

14,000

千円

9,000

訳



全68校

(年)

90

小学校建築経過年数等分布図(平成29年度)

小学校

調査対象校

西浦上

60

戸町

伊良林

小島

土井首

高尾

北

西町

西城山

福田

30

畝刈

仁田佐古

矢

日見

山里

坂本

村松

西

朝日

倉

手熊

ノ」、

橘

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4

(学級)

・新耐震基準建物・一昭和56年6月に改正された建築基準法の耐震基準を満たす建物。

の学校一・建替事業に着手している学校。
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南

浦
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浦
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建
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中学校建築経過年数等分布図(平成29年度)

中学校

全39校

(年)

70

調査対象校

桜,

西)上

山 屋

戸町

梅崎

緑ぐ丘

ノ」、

「海

;石
土首

一重

口

田

0

;島

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9

(学級)

小j 原

東崎

深

崎

茂

丸

尾

・新耐震基準建物・一昭和56年6月に改正された建築基準法の耐震基準を満たす建物。

日吉

小倉

8 7 6
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1 小学校維持補修費

1 校舎等維持補修費

事項名

財源内訳

1 小学校維持補修費

10款2項3目学校維持補修費総括表(小学校)

六企:

事項名

事業費

」1

1 小学校整備検討費

169,930

多

169,930

1 小学校整備検討推進費

2 【補助】小学校整備事業費

169,930

事項名

各小学校(経年劣化等による損傷箇所の補修、トイレ洋式化、消防
設備改修等)

1 仁田佐古小校舎等建設

事業費

2 伊良林小校舎等改築

3 外海黒崎小プール改築

169,930

169930

169,930

10款2項4目学校建設費総括表(小学校)

国庫支出金

4 大規模改造

事業費

内容

3 【単独】小学校整備

0

4,100

1 西浦上小校舎等改築

県支出金

0

2 小島小取付道路

4,100

0

1,297β00

3 大規模改造

759,000

小島小学校の建替えに向けた耐力度調査、登記測量

財源内訳

0

..゛

(単位:千円)

249,500

0

地方債

0

新校舎等建設工事、埋蔵文化財の資料整理、運動場測量設計

4 諸工事

72,300

南側校舎棟建設工事、既存屋内運動場棟解体工事、北側校舎棟建
設工事、仮設校舎等賃貸借

゛"゛

0

既存プール解体、新プール改築

0

その他

217,000

0

稲佐小(校舎外壁改修工事)
南陽小(校舎外壁改修工事)
南長崎小(屋内運動場外壁改修工事)
村松小(エレベーター設置工事)
桜が丘小(トイレ洋式化工事)

財源内訳

(単位:千円)

内容

2,733

2733

141,100

2,733

一般財源

1 小学校整備検討費

フ,100

21,000

升

2【助】小学校整備

167,197
167 197

39,000

耐力度調査、土質調査、登記測量

1 小学校整備検討推進費

1 仁田佐古小校舎等建設

167,197

測量及ぴ概略設計、土質調査

事項名

2 伊良林小校舎等改築

(単位:千円)

稲佐小(校舎屋上防水改修工事)
橘小(カーペット床改修工事)

3 外海黒崎小プール改築
4 大ま模改造

3

74,000

【単独】小学交整備業

南陽小(校舎屋上防水改修工事)
南長崎小(屋内運動場屋根改修工事)
戸石小(校舎内部改修工事)
畝メ1」小(プール床改修工事)
高尾小・戸石小・大園小・滑石小・北陽小・茂木小・古賀小
(トイレ洋式化工事)

1 西浦上小校舎等改築
2 小島小取付道路

1,443,000

3 大規模改造
4 諸工事

事業費

4,100

1,297β00

4,100

・十

国庫支出金

759,000

249,500

72,300

217,000

141,100

267β18

0

県支出金

172,208

0

フ,100

21,000

32,600

39,000

9β97

1,443,000

74000

53,613

財源内訳

0

地方債

0

0

0

267β18

804,200

0

0

0

457,700

0

0

その他

161,100

0

0

(単位:千円)

62,900

122,500

0

102,600

0

22

0

一般財源

0

0

2,200

0

15,700

5

29,200

5

4,100

55500

0

906β00

4,100

225,フフフ

0

129,087

0

0

55β00

40887

0

38,500

0

4,900

5

5,300

9,800

18500

268,37フ

号
一
口

一
冒
口

3

0

0

0

0

0

0

0
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1 中学校維持補修費

1 校舎等維持補修費

財源内訳

項名

学校維持補修費

10款3項3目学校維持補修費総括表(中学校)

、企=

事項名

事業費

↓' 補修

110,065

1【補助】中学校整備事業費

110,065

1 外海中学校校舎等建設

110,065

各中学校(経年劣化等による損傷箇所の補修、トイレ洋式化、消防
設備改修、伊王島小移転に伴う中学校校舎修繕等)

事項名

2 大規模改造

事業費

2

110,065

110065

単独中学父整備業

110,065

国庫支出金

1 大規模改造

10款3項4目学校建設費総括表(中学校)

内容

2 諸工事

事業費
1,137,500

0

県支出金

0

財源内訳

968,900

0

財源内訳

0

校舎等建設(校舎、屋内運動場)、運動場等整備

168,600

(単位:千円)

0

地方債

き十

1 外海中学校校舎等建設

0

2 大ま
2

小江原中(校舎外壁改修工事)
淵中(校舎外壁改修工事)

中学校整備業

49,700

事項名

単独】中学交整備業

1 大規模改造

0

2 諸工事

29,300

0

その他

0

(単位:千円)

3,865

小江原中(校舎屋上防水改修工事)

20,400

内容

3865

1,187,200

3β65

一般財源

淵中(校舎屋上防水改修工事)
橘中(トイレ洋式化改修工事)

・十

106,200

事業費

106200

106,200

1,137,500

968,900

(単位:千円)

168600

国庫支出金

49,700

29300

396,827

1,187,200

20

340,627

400

56200

県支出金

0

396,827

0

財源内訳

0

0

0

地方債

0

687,900

0

603,600

0

0

84300

0

37200

その他

21,900

(単位:千円)

15300

725,100

一般財源

0

0

52,766

0

24,666

0

28100

7

12,500

フ,400

5100

65,266

23
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1 高等学校維持補修費
校舎等維持補修費

財源内訳

事項名

1 高等学校維持補修費

・十

校舎等維持補修費

10款4項3目学校維持補修費総括表(高等学校)

事項名

事業費

1【単独】高等学校整備事業

・十

9,500

1 諸工事

9,500

9,500

事項名

経年劣化等による損傷箇所の補修

財源内訳

事業費

1【単独】高等学校整備事業費

9,500

9,500

・十

1 諸工事

国庫支出金

10款4項4目学校建設費総括表(高等学校)

9,500

事項名

事業費

内容

0

県支出金

22,400

0

・十

0

22,400

22,400

財源内訳

0

消火設備改修工事
電話設備改修工事

0

地方債

事業費

0

(単位:千円)

22,400

0

22400

゛

0

その他

i゛

22,400

国庫支出金

0

(単位:千円)

6,747

内容

6747

6,747

一般財源

0

県支出金

0

0

2,753

2,753

2,753

財源内訳

0

(単位:千円)

0

地方

0

16β00

16800

16β00

その他

(単位:千円)

0

一般財源

0

0

5,600

5,600

5,600

24
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学校トイレ洋式化推進事業について

1 事業概要

学校施設は、児童及び生徒が一日の大半を過ごす学習・生活の場であるため、子どもたちが安心

して快適に学校生活を過ごすことができるよう、トイレの洋式化を推進することによの、教育環境

の改善を図る。

2 事業内容

一般の家庭などにおいては、洋式トイレが普及し、和式トイレを利用する機会も少恋くなってい

る状況にあるなかで、学校トイレについては、和式便器の割合が多く、学校や保護者からも洋式化

を望む声も多いため、トイレの和便器を洋便器に改修する。

(1)改修の基本的な考え方

①目標値日常的に使うトイレにおける洋式便器数の割合を、小学校は80%、中学校は50%

を目標とする。

(統廃合や改築予定等の理由により整備しない学校を除き、学校規模に対して子ども

の数が減っている学校が多いため、現在の施設の総量に対する割合は 45%とな

る。)

※1 必要便器数は、空気調和・衛生工学会の「衛生器具の適正個数算定法」によの児童生徒

数をもとに算出されたもの

※2 すぺてを洋便器にしない理由

和便器が社会の中に残っていることから小学校は、和便器を最低1個残す必要がある。(例

えぱ5器のうち4器を洋便器)中学校については人が使った洋便器を使いたがらない子ど

もが居ることも考慮し和便器を半分残すこととする。

②改修内容

・便器の改修

・便器の改修に伴うブースの取り換え 6羊便器にした際の内開きのドアを外開きに改修・ブー

スの幅の調整など、既存のブースを活用できるものについてはブースの改修はしない)

(2)年次計画について(予定)

平成28年度に25校(対応済み)、 29年度に37校(対応済み)、 30年度に18校を対象とす

る。

(対象校80校)

<計画の対象外>

・現在、統廃合や改築等の予定のある学校。なお、適正配置計画で今後、統廃合の可能性のある

学校で今後、5~10年程度使う見込みのある学校については、必要最小限の整備にとどめる。

・現時点で既にトイレの洋式化率が目標を達成している学校

(小学校は概ね80%、中学校は概ね50%)

25
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予算説明

款

1 概要

小島小学校は、築87年と老朽化が著しく、建て替え対象校であるとの判断から耐震補強工

事を実施しておらず、早期の建て替えが必要であることから、校舎等の建て替えに向けた調

査等を行うものである。

10

教育費

項

2

小学校費

2 事業内容及ぴ事業費内訳

平成30年度に、建て替えに向けた耐力度調査、登記測量を行う。

①学校施設

ア規模(平成29年5月1日現在)【長崎県学級編成基準】

小島小学校生徒数 267人学級数12クラス(特別支援2クラス含む)

イ生徒数・学級数の現状及び将来推計(通常学級)【長崎県学級編成基準】

(H29.5.1 現在)(学年進行による推計)小島小

目

4

学校建設費

番号

1-1

事

小学校整備検討費

小学校整備検討推進費

業

年度

名

生徒数

②事業費内訳

学級数

H29

予算額

257 人

11 学級

区分

委託料

3

H30

, '^

スケジ,ユーjレ

平成30年度

267 人

4,

千円

1 00

12 学級

・十

H31

4

予算額(千円)

285 人

財源内訳

12 学級

(予定)

耐力度調査、登記測量

事業手法の決定

H32

事業費

4,100

300 人

12 学級

4,100

H33

4,

耐力度調査 1,000千円、登記測量 3,100千円

299 人

千円

1 00

12 学級

H34

国庫支出金

322 人

13 学級

内

H35

千円

358 人

県支出金

13 学級

財

千円

源

地方債

内

千円

その他

千円

一般財源

4,

26

千円

1 00

害
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訳



5 現小島小学校の施設配及ぴ概要

建物敷地

保有 46461ゞ

⑦

越

⑩

⑥

四

⑤

(~ F)

施設の状況

番号

4F~

仁二=コ

ホ゛'、゜N
C===コ

(平成29年5月1日現在)

構造階数

RC

RC

RC

RC

校舎・給食室 RC

キ父企 RC

RC

RC

S

校舎・給食室 RC

S

ず＼＼

モ多ケロ

③

その他地

保有 1011rf豆勇

④
に]

③

W-1

校舎̂

給食室

校企̂

体育館

プール

Eコ築34年末満(S57以降新基澗
[コ築34年~50年(S56~S4D
〔コ築51年~郭年(S40~S36)
[コ築56年~舶年(S35~S3D

築61年以上(S30以前)

180 rrf 聯56年3月S

※RC造は鉄筋コンクリート造、S造は鉄骨造、プールの面積は水面積

59年

55年

34年

37年

34年

4⑪

面積

6刀 n;

273 n{

986 rr;

フ79 rrr

850 n;

1,332 n;

951 m

6m

201Υ;

189 rrr

598 nf 朽年

建設年月

" 5年5月

瑚31年9月

聰32年3月

聯32年3月

明34年3月

聯34年3月

鞠38年3月

59年2月

聯56年3月

59年2月

聰48年3月

37年

経過年数

8

市
進
"
m

.
m1

場
1

動
有

運
保/

年
年
年
年

ー
ー
ー
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6
6
6
5

4
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舎
舎
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校
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校

3
4
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1
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予算説明

款

10

教育費

1 概要

現在の旧佐古小学校敷地に仁田佐古小学校の新校舎等を建設し、教育環境の改善を図る。

2 事業内容及ぴ事業費内訳

平成30年度は、平成29年度から着手した新校舎棟の特殊基礎(杭)工事を引き続き行

い、特殊基礎工事の完了後、新校舎等の建設に着手する。

項

2

小学校費

書

目

4

学校建設費

番号

(1)学校施設

ア規模(平成29年5月1日現在)【長崎県学級編成基準】

児童数 284人学級数14クラス(特別支援3クラス含む)

イ児童数・学級数の現状及び将来推計(通常学級)【長崎県学級編成基準】

(学年進行による推計)

2-1

事

【補助】小学校整備事業費

仁田佐古小校舎等建設

業 名

年度

予算額

上E己^劃τ

学級数

ウ建物概要

759,

゛゛

H29

271 人

千円

000

11 学級

建物区分

構造・規模

H30

290 人

12学級

H31

310 人

施設構成

鉄筋コンクリート造・ 4階建て

12学級

普通教室 16室件寺支2室含)

特別教室 8室

管理諸室 19室

エレベーター 1 基(11 人乗り)

プール(25m X5 コース)

放課後児童クラブ

H32

校舎棟

333 人

13学級

H33

施工時期

350 人

(H29.5.1 現在)

13学級

H34

363 人

12 学級

鉄筋コンクリート造・ 2階建て

H35

特別教室 4室

管理諸室 2室

屋内運動場

屋内運動場棟

403 人

13学級

太陽光発電設備

雨水利用システム

エレベーター

平成30~31年度

1 基(13 人乗り)

28

]
面2ココ

面トト
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(2)事業費内訳

新校舎棟の特殊基礎工事(後年度)

新校舎棟建設

新屋内運動場棟建設

区

プール建設

運動場測量設計

分

埋蔵文化財整理作業・報告書作成

事務費

3 スケジュール(予定を含む、)

平成27~29年度

平成28年度

平成28年度~29年度

予算額(千円)

き十

117,000

平成29~30年度

平成30~31年度

平成31年度~

平成31~32年度

354,725

227,884

完成払相当分(60兇を計上

46,268

前払金相当分(30殉を計上

4

5,300

前払金相当分(30%)を計上

内

財源内訳

3,402

前払金相当分(40%)を計上

基本・実施設計

土質調査、耐力度調査、建物事前調査、用地登記測量

旧佐古小学校校舎等解体工事

4,421

759,000

事業費

埋蔵文化財の資料整理、報告書作成

千円

759,000

新校舎棟杭工事

新校舎・体育館建設

新校舎等供用開始(予定)

グラウンド整備等

※1

※2

※3

公立学校施設整備費国庫負担金(負担率.V2)、学校施設環境改善交付金(補助率.V3)
学校教育施設等整備事業債(充当率:90%、75%)

保険料個人負担金

国庫支出金※1

千円

172,208

県支出金

財

千円

源

地方債※2

千円

457,700

内 訳

その他※3

干円

5

一般財源

千円

1 29,087

29

容



5 仁田佐古小学校位図
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6 新設建物等の施設配
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遺跡の保存

(遺跡の保存・活用・継承と歴史的価値の顕在化)

小島養生所等遺跡の完全保存に関する住民投票条例請求に対する長崎市の考え方

遺構の残存状況は良くないが、小島養生所や分析究理所等が近代西洋医学発祥

の地として歴史上果たした役割は大きい

小島養生所の遺構

(体育館側敷地)

●市の指定史跡として、すべて現状

保存する

●埋蔵文化財の最適な保存方法とさ

れる埋め戻しによる保存を基本と

する

●一部の遺構は露出展示すること

で、その歴史的価値を伝える

分析究理所等の遺構

(校舎・グラウンド側敷地)

●埋戻しによる現状保存を基本とする

●学校建設の支障となる部分は精度の

高い記録(3Dデータを含む)を作成

し、移設する

●移設部分は、埋め戻した部分の複製

と合わせて、元の姿を枋佛させるよ

うに敷地内で再現し、保存・活用を

図る

どちらも重要な市の務

現在使用している仁田佐古小学校の校舎は老朽化が進んでおり、耐震化も

していないため、子どもたちの安全安心な教育環境を早期に整備する必要

がある

●発掘調査で検出された遺構については、適切な方法により保存・活用を図り、詳細な記録とともに後世に残す

●体育館に展示室を併設し、小島養生所等に関する遺構や遺物、資料などを展示する(長崎大学をはじめとする医療関係機関との連携)

●貴重な情報を発信し、歴史と価値を伝えながら、遺跡の保存・継承を図る

小養生所等の遺跡の保存と学校建設の両立を目指す

学校建設

(安全安心な教育環境の整備)

地元住民と6年間にも及ぶ長い時間をかけて協議を重ね、子どもたちにと

つてより良い教育環境を整備することができるとの判断から、旧佐古小学

校跡地を適地として決定した

旧佐古小学校跡地における発掘調査終了後j一田佐古小学校PTAが実施

した新校舎建設に係るアンケート調査では、保護者全体の9割近い方々か

ら回答を得ており、そのうちの8割近くが、現在の計画通りの学校建設を

望んでいる

器



生所跡及ぴ関連'跡の'構検出状況
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遺構現在地及び移設(案)(校舎側)

く構現在地)

0みどり色部分は、埋め戻し保存が見込まれる部分

0ピンク色部分は、工事により取り除かざるを得ない部分(記録保存)
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顕在化の平面プラン<イメージ>

展示ケース内・出土遺物・関係資料の展示

分析究理所遺構のレプリカ展示

1 展示スペースの展示内容(案)

●展示室面積約 360r6

・うち展示スペース約 290「Υ「(4教室相当)

・事務室・トイレ等約 70 州

●展示内容(想定できるもの)

・共生所遺構の露出展示

・分析究理所'構のレプリカ

・3D計測した遺構や写から想像できる建物の映

像(モニター設置)、模型

・展示ケース内での出土遺物展示

・養生所等の古写真、古絵図、年表など

※具体的な展示内容は長崎大学と協

2 展示室整備にかかる経費

約2億円

(建設費、展示整備費等)
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建物模型展示

(イメージ)

既互覆屈祠

養生所等の古写真・古絵図等の展示

遺構の出展示
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1階:特別教室・長崎(小島)養生所跡展示室
2階:体育館

※遺構は全て現状保存(一部は出展示、
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0仁田佐古小校舎等建設スケジュール(案)

早

45678

27年

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

早

7 8

28年度

9 10 11

・.・1杭工事の工期の変更契約議案を平成30年?月議会で可決し夫場ム
②屋体の実施設計の設計夏更をしナ場ム(屋体棟実施設計を繰越した場ム

平 29 平 30 平 31年

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 】112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 1 2 3 4 6 7 8 9 】0 11 柁 1

(H28.3~H29.3)

旧仁田小学校校舎等使用期問
(H28.4~H31.12)

恨仁田小学校校舎棟使用期問
(H28.4~H31.12)

棟使用期問日仁田小学校屋内
(H28.4~H32.2)

0

(H28.3~H29.11)

H28.3~H29.3

'当初予、
(H29.10仁'

H283~H29.11

工

.(H29.12~H30.6)

土調査
H28.5.17~H28.フ.29)

叱..'.×1.1..1,'1,1
剛調査

工

(H29.12~H30.9

H28.6.14~H28.8.31)

実施設
(H2911~H30.6

(H30.フ~H31.10)

3 4 5

☆(新)枝舎・屋内運動場供用開始予定
(H32.1~)濠3学期開校

土壌汚調

(H30.フ~H31.1の

甍溝
(H32.1~H33.1)

既存校舎等解体
(H28.9~H29.6)

★(新)校舎棟供用始予定(H32.1~)

化財
発掘調査(堂前)
H27.8~H27.1の

[ニニ1]:業務委託

32

9 10 11 12 1

※凡例

ノ、

(H29.9~H29

1 1
☆(新)

(H30.フ~H31.12)

2 3 4

周 工

(H29.3~H30.1)
口

(東倶
(H29

内運

6

平成 33

7 8 9 10

供用始予定(H32.3~)

財
発掘調査(講下)
H28.8~28.11)

[ΣΣコ:文化財調査

(H30.10~H322)

[コ 工事

仁田・佐古間通学路整

平

1112 1 2 3 4 5 6 7 B

西1

工

(ー

※変更後

場甍詳細計
(H30.4~H31.?)

工

(東側(残り))
0

化財掘調査
(校舎側敷地・講堂
H29.フ~H29.9)

34

9 101112 1 2 3

※変更後

※査更後

^^

体)

万て

実施設計
H30.8~H31.1)

閉■■■■■■■■■■■頃■■■■■■巨■■■■■■■■■

運動場整備・側溝整備
仁田・佐古問通学路整備

(H31.11~H32.11)

刀て

(H30.12~H32.2)

文化財展示室内装工事
(H31.6~H32.2)

■匪■■■■■■■

学
校
関
係

建
築
関
係器

土
木
関
係

文
化
財
関
係
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予算説明書

款

10

教育費

1 概要

老朽化した伊良林小学校の校舎等を改築することにより、教育環境の改善を図る。

2 事業内容及ぴ事業費内訳

平成30年度は南側校舎棟の建設工事を進め、平成31年1月からの供用開始を目指す。また、

既存体育館棟の解体工事に着手し、解体完了後、北側校舎棟の建設に着手する。

(1)学校施設

ア規模(平成29年5月1日現在)【長崎県学級編成基準】

児童数 559人学級数23クラス(特別支援5クラス含む)

項

2

小学校費

目

4

学校建設費

番号

2-2

事

【補助】小学校整備事業費

伊良林小校舎等改築

業

イ

名

児童数・学級数の現状及び将来推計(通常学級)

年度

上E己^甥τ

予算額

学級数

※特別支援学級を除く(児童数・学級数)

H29

249,

ウ建物概要

532 人

18学級

千円

500

H30

建物区分

構造・規模

516 人

延べ床面積

17 学級

H31

485 人

17 学級

鉄筋コンクリート造・3階建て

【長崎県学級編成基準】

(H29.5.1 現在)

H32

施設構成

普通教室 1室

特別教室 4室

管理諸室 3室

屋内運動場

スケ外コート、ハ

ト'ミントンコート

プール(25mX5 コース)

放課後児童クラブ

2,836.69 市(建築基準法)

455 人

南側校舎棟

14学級

H33

421 人

14学級

平成30~31年度

H34

施工時期

4舗人

17 学級

バ↓ーコート 2面

3面

H35

鉄筋コンクリート造・3階建て

470 人

15 学級

普通教室 16室(特支2室含)

特別教室 12室

管理諸室 12室

エレベーター 1 基(11 人乗り)

4,878.58 市(建築基準法)

北側校舎棟

平成29~30年度

太陽光発電設備

雨水利用システム
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(2)、事業費内訳

南側校舎棟建設工事

区分

事務費

小計(継続費)

仮設校舎(リース)

初度調弁(辛"卿

予算額(千円)

3 財源内訳

133,160

き十

事業費

133,400

240

249,

屋内運動場、プールの建設工事

※1 公立学校施設整備費国庫負担金(負担率:ν2)、学校施設環境改善交付金(補助率

※2 学校教育施設等整備事業債(充当率:90%、75%)

89,200

学校建設等に係る事務費

千円

500

26,900

249,500

国庫支出金※1

仮設校舎等の賃貸借費用

内

新校舎物品の購入費

4

32,

全体スケジュール

平成27年度

平成28年度

(予定を含む)

基本設計、耐力度調査、土質調査

実施設計、法定外公共物廃止登記業務委託、

体育倉庫・

屋外便所解体等工事、仮設校舎建設工事

既存校舎等解体工事(1期)、給食室移設工事、用地測量業務委託平成28年度

~平成29年度特別教室棟・屋内運動場・プール改築工事(1期)

特別教室棟・屋内運動場・プール改築工事(1期)平成30年度

千円

600

県支出金

財

千円

.,

源

地方債※2

内

1 6 1

千円

1 00,

平成31年度

平成32年度

その他

千円

一般財源

11 室

既存校舎等解体工事

普通教室棟改築工事

55,

^

ν3)

千円

800

屋内運

体育倉庫・屋外便所整備工事、グラウンド整備等工事

室

(Ⅱ期)、普通教室棟改築工事(Ⅱ期)

(Ⅱ期)、グラウンド設計

プール用痢始(H31.1

カム H 32.4

40
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予算説明書

款

10

教育費

1 概要

外海黒崎小学校のプール施設は、老朽化が顕著であるため、プールを改築し、教育環境の

改善を図る。なお、改築にあたっては、外海中学校と併用できる整備を行う。

項

2

小学校費

2 事業内容及ぴ事業費内訳

平成30年度は、既存プール解体、新プールの建設を実施する。

①学校施設

ア規模(平成29年5月1日現在)【長崎県学級編成基準】

外海黒崎小学校児童数 47人学級数4クラス(特別支援クラスなし)

目

4

学校建設費

番号

2-3

事

イ

【補助】小学校整備事業費

外海黒崎小プール改築

児童数・学級数の現状及ぴ将来推計(通常学級)

(学年進行による推計)

業 名

年度

上モ己里.甕女

②事業費内訳

予算額

(債務負担行為)

学級数

H29

72,

(94,

47 人

4学級

千円

300

200)

プール解体

区分

H30

新プール建設

3

"人

4学級

全体スケジュール(予定)

平成29年度

平成30年度

平成30年度~平成31年度

平成31年6月

H31

予算額(千円)

斗

48 人

4学級

【長崎県学級編成基準】

(H29.5.1 現在)

H32

4

9,500

48 人

4学級

財源内訳

62,800

H33

既存プール解体

72,300

47 人

25mX5コース水面積275 酢

前金払い相当分(40%)を計上

事

5学級

H34

業

千円

72,300

土質調査、測量調査、実施設計

既存プール解体

新プール改築

供用開始予定

45 人

内

4学級

※1学校施設環境改善交付金(補助率V3)

費

H35

41 人

国庫支出金※1

5学級

9,

千円

397

財

県支出金

源

千円

地方債※2

※2過疎対策事業債(充当率:100%)

内

47

62,

千円

900

その他

千円

一般財源

千円

3

容

訳



5 債務負担行為

債務負担行為 限度額期間

事項ページ 千円
平成31年度

344~345 外海黒崎小学校プール改築事業 94, 200

1)債務負担行為の目的

プール改築工事における児童生徒への影響を最小限に抑えるため、プールを使用しない

平成30年12月~平成31年6月の期間に、新プール建設を行う必要があることから、平成

31年度の事業費について債務負担行為の設定を行うもの。

6 外海地区小中学校位置図

耀

黒中学校

H27.4.1統合
(黒中、神浦中)

ι、

朝

遁児ψ

外海黒小学校

Hiゑ司Xt窺合
(東小、津ハ)

雫

小学校

中学校

父力

復ιb

削券岳

驫ツ

ーーー,

旧神浦中学校

27.41黒中と統合

ノ'
〆

グ、方

神浦小学校

゛ゾ

.

砂圧轟

ノ毎

ーと

中学校
定

長崎H

湾
三オψ

旧出津小学校

H2841黒東小と統合

ム

酉
#
ず

,
イ

池
池



7 外海黒小学校 図
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287

予算説明書

款

10

教育費

1 概要

学校施設の損耗や機能低下に対する復旧措置及び内部改修などにより教育環境の改善を図

り、学校教育の円滑な実施に資するとともに、建物の耐久性の確保を図る。

項

2

小学校費

目

2

4

学校建設費

事業内容

学校区分

番号

2-4

事

学校名

稲佐小学校

【補助】小学校整備事業費

大規模改造

業

南陽小学校

小学校

名

南長崎小学校

事業費

55,700千円

村松小学校

予算額

゛ー

54,400千円

桜が丘小学校

゛ー

21 7,000

30,500千円

事務費

<大規模改造で実施する外壁改修について>

児童生徒の安全対策として、建築基準法第12条に基づく点検で指摘された中で、外壁や庇の

崩壊等の危険性があり、小規模修繕で対応できない全面的な改修を行う必要がある学校を優先的

に実施する。

千円

71

合計

校舎の外壁改修

, 500千円

4,800千円

事業内容

屋内運動場の外壁改修

3

217,000千円

エレベーター設置工事

1 00千円

財源内訳

事

トイレ和式便器の洋式化

業

消耗品、印刷製本費等

費

千円

217, 000

※1

※2

国庫支出金※1

料交施設環境改善交付金(補助率: V3)

学校教育施設等整備事業債(充当率75%)

50

千円

53,613

県支出金

財 源

千円

地方債※2

内

千円

122,500

訳

その他

千円

一般財源

千円

40,887



4 その他(現況写真等)

(1)稲佐小学校校舎外壁改修工事

①建築年月.平成4年8月(25年経過)

②現況.外壁に亀裂及び雨漏りが発生している

③工期際り4ケ月

遠景

(2)南陽小学校校舎外壁改修工事

①建築年月.昭和54年3月(39年経過)

②現況:老朽化により外壁・庇に亀裂が生じている。

期:約4ケ月3工

近景

遠景

(3)南長崎小学校屋内運動場外壁改修工事

①建築年月.昭和62年3月(31年経過)

②現況.老朽化により外壁に亀裂が生じている。

③工期.約4ケ月

近景

遠景 近泉



(4)村松小学校エレベーター設置工事

建築年月:昭和54年2月(38年経過)

構造:鉄筋コンクリート造 3階建

児童数:424人(平成29年5月1日現在

肢体不自由児在籍状況.3名

⑤工 期:約4ケ月

現況(設置予定箇所)

EV設置位置

rコ、'

位置図

⑪一2R3 2卵

(5)桜が丘小学校トイレ洋式化改修工事

①工期際り2ケ月

改修前

普油教'棟

@ 1R I,131

披

SI一詑

⑧

Sι一H

弄通宝棟

@ーー1,370

E>設置箇所

(村松小学校配置図)

皿内連勤蜘

@一Ⅱ2-」.079

■醒

1.0
盲

住物蚤

特別教兆棟

0-R3-1.532

イ言 11

円

改修後イメージ

52

'
,
.
W
;
一

,
フ
一

/
ー
ー

①
②
③
④



長崎市立小中学校施設におけるエレベーターの設置方針について

小中学校施設におけるエレベーターの設置方針

●学校施設は子供たちのみならず、保護者や地域住民が集う地域コミュニティの拠点とし

ての性格を有するため、施設のバリアフリー化対策として次によりエレベーターの設置

を図る。

①校舎の新築・改築・増築の際に、エレベーター1基を設置する。

②エレベーターの大きさは、自力で車イスの転回ができる11人乗りを基本とする。

なお、既存校については、全ての学校を一度の整備は難しいため、肢体不自由の児童生

徒(重度、中度)が在学、又は在学が見込まれる学校については、全体の優先順位等を勘

案しながら設置を検討する。

(1劃本不自由児在籍状況、地元小中学校への進学意向、統廃合計画、建物の構造など)

※学校の構造・敷地等の問題によりエレベーターを設置できない学校や、緊急的な対応により必要な

場合は、可搬型階段昇降機を整備してぃます。

NO

53

小学校名

大浦小

2

エレベ^タ^言斐^ネ交

高城台小

3 桜町小

4 上長崎小

5 戸石小①

設置年度

5 戸石小②

6

H24設置

小榊小

7

H24設置

桜が丘小

H15設置

H302現在

村松小

H26設置

H26~27設置

H26~27設置

NO

H28改築

H29設置

中学校名

H30設置予定

東長崎中

2 野母崎小中

3 橘中

4 琴海中

設置年度

H25設置

H26改築

H28設置

H12設置
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予算説明

款

10

教育費

概要

西浦上小学校は、最も古い校舎が建設から64年を経過していること、屋内運動場やプール

についても老朽化が進んでいることから、全面的な建て替えが必要であり、校舎等の建て替

えに向けた調査等を行うものである。

項

2

小学校費

2 事業内容及ぴ事業費内訳

平成30年度に、建て替えに向けた耐力度調査、土質調査、登記測量を行う。

①学校施設

ア規模(平成29年5月1日現在)【長崎県学級編成基準】

西浦上小学校生徒数 817 人学級数25クラス(特別支援2クラス含む)

イ生徒数・学級数の現状及び将来推計(通常学級)【長崎県学級編成基準】

(学年進行による推計)西浦上小 (H29.5.1 現在)

目

4

学校建設費

番号

3-1

事

【単独】小学校整備事業費

西浦上小校舎等改築

業

年度

名

生徒数

②事業費内訳

学級数

H29

予算額

.ー

807 人

23 学級

区分

委託料

H30

754 人

3

事務費

22学級

フ,

千円

1 00

スケジュール

平成30年度

・十

予算額(千円)

H31

714 人

4

21 学級

財源内訳

H32

(予定)

耐力度調査、土質調査、登記測量

事業手法の決定

720 人

6,800

21 学級

事業費

300

H33

フ,100

耐力度調査 700千円、土質調査

登記測量 3,100 千円

679 人

※学校教育施設等整備事業債(充当率

20学級

消耗品費、印刷製本費

フ,

千円

1 00

H34

656 人

国庫支出金

19 学級

内

H35

628 人

千円

18 学級

県支出金

財

3,000 千円、

千円

源

75%)

地方債※

内

2,

千円

200

その他

千円

一般財源

54

4,

千円

900

書

容

訳



.

5 現西浦上小学校の施設配置及ぴ概要

島小量

趣Xコ

建物敷地
保冶、 7186舗

環境柴備班性室
10 、¥ト記

吹

吠 ②

⑪

花

①、'
nJ・J027

,1ル

國
(邑) SI-19

産兜・占紙倉赤

1 -6

R3-3 ル

⑦

大

'、,箴爲。⑧、、W @/
特別薮室掠Uの

坤イ即の_運動矧2F)
'ー'1 ープール

25!n X5=ース

「ー~こ竺一_~

簡

⑱

施設の概要(平成29年5月1日現在)

運動堤

保有 68妃金

①・,

番号

11 、YI-52

①一1
①一2

①一3

'

何
⑧0
@抑

⑧

①一4

建物区分

⑤

①一5
①一6

'+働嵐

①一フ
④一1

④一2

構造
RC造

IF

RC造

IF

RC造

2F

階数

RC造

3階建

RC造

校

3階建

RC造

給食室

3階建

※RC造は鉄筋コンクリート造、S造は鉄骨造、W造は木造、プールの面積は水面積

RC造

3階建

面積

RC造

プール付属室

3階建

1,027 nf

RC造

2,002 n;

3階建

庫

S造

3階建

プール

S造

554 n;

2階建

S造

738 n;

建設年月

2階建

瑚 29年3月

W造

560 n{

2階建

卿 30年3月

W造

323 n{

聯31年10月

S造

436 nイ

瑚 32年3月

RC製

558 n{

瑚 34年3月

経過年数

聰 34年3月

81 雨

832 n;

瑚 39年3月

64年

馴 40年3月

19 rr;

223 n;

63年

卿 44年3月

聯 44年3月

32 rrr

聯 54年12月

52 市

59年

瑚 61年11月

46 市

275 rrf

59年

報2年3月

54年

報 13年8月

53年

55

瑚 50年6月

49年

聰 50年6月

49年

訟年

31年

28年

16年

々年

42年

⑧⑧

3-7開

①@

-3 Rきー

⑧⑧

砦岬鞍室棟

(D・2 鵬・200

ネ交舎

校舎

キ交舎

校舎

キ交舎
校舎

キ交舎

校舎

倉庫

校舎

ロ
@

効M一
.

飾

ヒ
白

⑩

1

験

崟
船

会
ト

⑪

.
①

1

9

イ
水

そ
保
 
h⑦

@

館育体

細
リ

2

0
0@

年

年

16

花

16

市
道

舎

⑦

建階

3

建P

倉

建階

1

④

1

建

⑧

P

1

建

⑨



現西浦上小学校の現況写真

校企

体育館

56

外壁状況

=口



.、

.
、、

ページ

286~

2釘

予算説明

款

1 概要

小島小学校は、校舎の老朽化が進んでおり、改築を行いたいが、同小学校の周辺道路は狭硲で、工事

車両等が進入できない状況である。

このことから、車両等が進入できるよう学校用地の新規取得を行い、取付道路を整備する。

10

教育費

項

2

小学校費

2 事業内容及ぴ事業費内訳

平成30年度は、取付道路建設に係る測量設計等を行う。

(1)学校施設

ア規模(平成29年5月1日現在)【長崎県学級編成基準】

児童数 2釘人学級数12クラス(特別支援2クラス含む、)

目

4

学校建設費

番号

3-2

事

イ

【単独】小学校整備事業費

小島小取付道路

児童数・学級数の現状及び将来推計(通常学級)

(学年進行による推計)

業 名

年度

上f己^甥τ

予

学級数

(2)事業費内訳

H29

算額

257 人

21

11 学級

H30

千円

000

取付道路測量設計

,

267 人

3

区

スケジュール(予定を含む)

平成28年度

12学級

H31

【長崎県学級編成基準】

分

千円

300

285 人

・十

平成29年度~平成30年度

平成30年度以降

12 学級

H32

4

予算額(千円)

300 人

財源内訳

12 学級

H33

(H29.5.1 現在)

事業費

299 人

用地測量、建物調査、土地鑑定評価

21,000

12学級

用地買収・補償契約

21,000

H34

※1 学校教育施設等整備事業債(充当率

21

取付道路測量設計、用地測量設計、基本・実施設計、新校舎建設等

測量及び概略設計、'土質調査

322 人

千円

000

13学級

国庫支出金

H35

内

358 人

13 学級

千円

県支出金

財

千円

源

地方債※1

75%)

1 5,

内

千円

700

訳

その他

57

千円

一般財源

5,

害

容
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取付道路イメージ図及ぴ用地交渉経過

用地交渉経過

①平成29年10月10日契約済み

②平成29年10月10日契約済み

地権者と交渉中
③'_、

※家屋の賃借人有り(交渉中)

④平成29年10月12日契約済み

地権者と交渉中
⑤'

※家屋の賃借人有り(交渉中)

地権者と交渉中

※土地の賃借人有り(交渉中)
.^、

、

ハ小学

田上方面

、

58
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予算説明書

款

10

教育費

1 概要

学校施設の損耗や機能低下に対する復旧措置及び内部改修などにより教育環境の改善を図り、

学校教育の円滑な実施に資するとともに、建物の耐久性の確保を図る。

なお、本事業の屋上防水改修は補助事業で行う外壁改修工事に伴い行うものである。

項

2

小学校費

目

4

学校建設費

2 事業内容

番号

学校区分

3-3

事

小学校

【単独】小学校整備事業費

大規模改造

業

学校名

名

稲佐小学校

3 財源内訳

橘小学校

合計

予算額

事業費

事

12,600千円

業

千円

39,000

26,400千円

費

※学校教育施設等整備事業債(充当率:75%)

千円

39,000

39,000千円

校舎の屋上防水改修

国庫支出金

カーペット床のフローリング化

改修内容

千円

県支出金

財 源

千円

地方債※

内

千円

29,200

訳

その他

千円

一般財源

千円

9,800

59



4 その他(現況写真等)

(1)稲佐小学校校舎屋上防水改修工事

①建築年月:平成4年8月(25年経過)

②現況:屋根の腐食により、雨漏りが発生している。

③工期.約3ケ月

遠景

(2)橘小学校力ーペット床改修工事

①建築年月.昭和62年3月(31年経過)

②現況.床が力ーペットのためカビ・ダニなどが発生し、衛生上良くない状態である。

③工期際如ケ月

改修後イメージ改修前

内部状況

60
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予算説明害

款

10

教育費

1 概要

学校施設の損耗や機能低下に対する復旧措置及び内部改修などにより教育環境の改善を図り、

学校教育の円滑な実施に資するとともに、建物の耐久性の確保を図る。

なお、本事業の屋上防水及び屋根改修は補助事業で行う外壁改修工事に伴い行うものである。

項

2

小学校費

目

4

学校建設費

2 事業内容

番号

学校区分

3-4

事

【単独】小学校整備事業費

諸工事

業

南陽小学校

学校名

南長崎小学校

名

戸石小学校

小学校

予算額

事業費

17,400千円

畝刈小学校

高尾小学校

9,120千円

千円

74,000

戸石小学校

9,400千円

大園小学校

校舎の屋上防水改修

滑石小学校

14,400千円

屋内運動場の屋根改修

北陽小学校

校舎内部改修(児童数の増加に伴い、現在使用

していない多目的室を普通教室へ改修を行うも

の。)

2,880千円

茂木小学校

2,880千円

古賀小学校

改修内容

3 財源内訳

3,840千円

プール床改修

き十

3,840千円

事

3,200千円

業

3,840千円

3,200千円

費

トイレ和式便器の洋式化

74,000千円

※学校教育施設等整備事業債(充当率:75%)

千円

74,000

国庫支出金

千円

県支出金

財 源

千円

地方債※

内

千円

55,500

その他

61

千円

一般財源

千円

18,500

訳

合



4 その他(現況写真等)

(1)南陽小学校校舎屋上防水改修工事

①建築年月.昭和54年3月(39年経過)

②現況.老朽化により屋上の防水層に破損等が見られる。

③工期際り3ケ月

遠景

(2)南長崎小学校屋内運動場屋根改修工事

①建築年月:昭和63年3月(30年経過)

②現況:老朽化により屋上の防水シートに破損等が見られる。

③工期:約3ケ月

近景

遠景 近景

62



(3)戸石小学校校舎内部改修工事

①建築年月.昭和46年3月(46年経過)

②現況:多目的室を、普通教室仕様として内部改修を行う。

③工期際り3ケ月

現況(多目的室)

④配置図及び改修箇所

'1-、

現況(多目的室)

(4)畝刈小学校プール床改修工事

①建築年月.昭和63年3月(29年経過) FRP製 25mX5コース

②現況下RP接合部が一部剥離している状況である。

③工期濠り2ケ月

現況(遠景)

8 RO

ローカ

⑧

①一,

①2

0.28 9.00

⑧

ローカ

り.00

①一6

3.00

⑱

ローカ

9.00

⑧

9,00

現況(近景)

63

ト
゛
、
勺

¥
一
工
扣

三
ヨ
、
ニ

乳
●

一
"
N
、

、

007



(5)高尾小学校ほかトイレ洋式化改修工事

①対象校:高尾小、戸石小、大園小、滑石小、北陽小、茂木小、古賀小

②工期際り2ケ月

改修前 改修後イメージ

64
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予算説明

款

10

教育費

1 概要

安全・安心な暮らしの実現のための施策として、教育環境整備を推進するため、学校施設の損耗

や機能低下に対する復旧措置及ぴ小規模修繕等を実施する。

このうち、伊王島小学校は耐震化を行っていない学校であり、耐震化されている伊王島中学校

の校舎を使用して、伊王島小学校と中学校を併設し、平成31年4月より小学校の学校運営を行う

予定である。このことにより必要となる教育環境の整備を実施する。

項

3

中学校費

目

3

学枝維持
補修費

番号

2 事業内容

①事業費内訳

事

1-1

中学校維持補修費

校舎等維持補修費

(うち伊王島中整備分)

業

節名

名

需用費

委託料

予算額(千円)

予算額

その他

合計

②伊王島小学校移転に伴う中学校整備内容

現在の小学校にある普通教室3室(複式含む)及び特別支援教室1室を確保するため、中学

校の余裕教室や特別教室等を転用・修繕により整備を行う。また、小学生の身長でも対応でき

るよう階段の手すり、手洗い場、トイレの一部修繕を予定している。

84,989

110,

(うち5,

消耗品費、燃料費、トイレ洋式化改修、各所学校修繕料等

(うち伊王島小移転に伴う中学校枝舎修繕料 5200千円)

23,192

千円

065

200)

剪定・除草委託料、害虫駆除委託料、プール保守点検委託料、

事前調査業務委託料等

1,884

110,0価

3

原材料費等

財源内訳

事

内容

業

千円

110,065

費

※1体育館等開放使用料(25千円)

※2教育基金繰入金(3,840千円)

国庫支出金

千円

県支出金

財

千円

地方債

源

千円

内

使用料※1

訳

千円

25

その他※2

65

千円

3,840

一般財源

千円

106,200

害



4 伊王島小学校及ぴ伊王島中学校の現況

①校舎等の状況

ア伊王島小学校(校舎:鉄筋コンクリート造3階建て、屋体:鉄骨造平屋建て)

棟名

校舎1

キ交舎、 2

階数

木交舎、3

イ

屋体

3

保有面積

伊王島中学校(校舎:鉄筋コンクリート造2階建て、屋体:鉄骨造平屋建て)

3

棟名

3

1,349 nf

木交舎、4

校舎5

896 nイ

建設年月

階数

キ交舎、 6

524 rrr

S35年3月

795 rrt

屋体

S36年2月

2

保有面積

S37年3月

2

経過年数

S47年3月

2

594 nr

58年

950 rrt

57年

現況 IS値

建設年月

232 rrr

鎧輸敷他
保有絽帥Ⅱ;

56年

S砧年2月

683 nイ

0.60

46年

H1年3月

2

呈パ蓮動端

Jキ

0.58

H6年12月

経過年数

耐震補強

0.58

S39年11月

未実施

r
^1-'

BJ,^2乞

1.72

38年

.

3

未実施

29年

邑

現況 IS値

②児童生徒数・学級数の現状及び将来推計

ア伊王島小学校

未実施

23年

員

H24年度済

0.刀

53年

'辻
'、、'1-3J

r' 1

年度

耐震補強

伊王島小学校

述動堀

上モ己里.劉τ

学級数

2.02

不要

※学級数には複式学級及び特別支援学級を含む。

対象外

H29

対象外

18 人

イ伊王島中学校

H22年度済

伊王島中学校

4学級

年度

H30

生徒数

18 人

教第倖長び管裂棟
H2-591

⑲

学級数

4学級

蚤動男

※学級数には複式学級及び特別支援学級を含む。

県道 0罰傑 U.oom

H31

H29

偶有郭94 Ⅱ1

15 人

10 人

4

4学級

3学級

(D
$]-6E舜

@

@

H32

H30

@休丹倉「

13 人

¥雌述動衞

8人

にコ

5

4学級

3学級

H33

雄物敷馳

悍村:13T3 n{

H31

6

13 人

9人

4学級

3学級

(H29.5.1 現在)

H34

H32

13 人

9人

4学級

3学級

H35

H33

13 人

9人

66

4学級

3学級

(H29.5.1 現在)

H34

8人

3学級

H35

5人

2学級
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【教室の転用内容】
①特別支援教室→普通教室
②多目的室→技術室(図工室)
③技術室→普通教室

④技術準備室→特別支援教室①
⑤資料室ヲ特別支援教室②
⑥美術室→普通教室

廃止となる教室等】

・小学校ヲ生活科室、児童会室、学習室→既存教室で対応
・中学校→多目的室、美術室、資料室

【その他】

・小学生の身長でも対応できるよう階段の手すり、手洗い・
トイレの一部を修繕を予定

⑦

②技術室
図工室
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